
活動団体名︓

活動地域 ︓

活動におけるテーマ・キャッチコピー

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
本事業における区分
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む ✓

特定⾮営利活動法⼈
とくしまコウノトリ基⾦
徳島県

コウノトリの野⽣復帰で地域をパワーアップ
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活動団体紹介

とくしまコウノトリ基⾦は
コウノトリをはじめとする⿃類や環境の保全と
その取り組みを通じて地域を元気にすることを⽬標に
さまざまな活動を展開しています

― 活 動 紹 介 ―

ビオトープづくり 調査・⾜環装着 地域を元気にする取組み環境学習

耕作放棄地などを再
⽣し、⽔⽣動物が増
えてコウノトリの餌
場にもなるようなビ
オトープづくりを進
めています。

コウノトリと、コウ
ノトリに関係する⽣
き物の調査をしてい
ます。また、⾜環装
着プロジェクトに参
画しています。

さまざまな⽣き物を
学ぶプログラムを実
施しています。また、
コウノトリの主な⽣
息環境である農地や
農業について学んで
います。

コウノトリの野⽣復
帰を通じて地域の経
済や社会を元気にす
る取組みを進めてい
ます。
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現時点での地域版マンダラ
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地域プラットフォームの現状

会員

れんこん農家 お⽶農家
徳島⼤学 四国⼤学 堀江北

⼩学校

ボランティアチーム
“クレイドル”

コウノトリ
れんこん ビオトープ⽶

徳島新聞
四国放送 NHK徳島

テレビ鳴⾨

ビオトープ整備

ツアー

AWARE

⽇本酒「朝と⼣」

本家松浦酒造場

＊ここに書かれているのは⼀部です。たくさんの⼈、団体に⽀えられて活動しております。

鳴⾨の⾃然 歴史
⽂化

⾏政
川塾

環境教育
農家

報道機関

教育機関

事業者
徳島県 鳴⾨市

活動紹介

調査

協⼒

カレー・薬膳粥

肥料

れんこん研究会
丸喜商店

とくしま
コウノトリ基⾦

餌場確保・耕作放棄地の減少

⻩⾊の枠で囲まれたものを強化する必要がある

コウノトリ

団体 90  個⼈ 100
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どんな‟ローカルSDGs事業“を⽣み出したいか

ありたい地域の未来
コウノトリの野⽣復帰を通じて地域の経済や社会を元気に。

ありたい地域の未来を達成するための“ローカルSDGs事業”は何か

⼀度は⽇本の空から消えてしまったコウノトリ。そんな希少な⿃が安⼼して暮らせ
ると選んだ鳴⾨、徳島の豊かな⾃然を⽣かしてつくられたものから地元を彩る商品
ができ、その販売によりさらに⾃然を守る活動が続いていく、そんな循環を築いて
いくような事業。

今年度取組もうとしている事
●エコツアーの構築(⾃転⾞、カヌー、宿泊を伴う範囲を徳島県内にしたもの）

●コウノトリ関連商品の開発、販路拡⼤
・コウノトリれんこん→⽣協と連携し、販路拡⼤する
・「朝と⼣」ブランドの構築
（⽇本酒「朝と⼣」の継続、醸造⽤⽶を「朝と⼣」と名前をつけてお⽶として販売）
→⽣協と連携し、販路検討

・⼤⾕焼とレンコン葉茶のセット販売、寄付商品を制作してくれる窯元を増やす

●ステークホルダーである地銀による⾦融商品の発⾏（SDGｓ私募債）
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

エコツアー

コウノトリ関連
商品の開発、
販路拡⼤

（朝と⼣関連）

コウノトリ関連
商品の開発、
販路拡⼤
(レンコン)
(⼤⾕焼)

協定締結（活動予算執⾏開始
◆キックオフミーティング ◆成果報告会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出
◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

◆⾃転⾞ツアー ◆⾃転⾞ツアー ◆⾃転⾞ツアー

◆カヌーツアー

◆ビオトープ⽶⽥植え
◆⽇本酒「朝と⼣」仕込み開始

◆ビオトープ⽶収穫

◆⽇本酒「朝と⼣」販売開始

◆ビオトープ⽶「朝と⼣」販売開始

◆カヌーツアー

◆宿泊ツアー検討会

◆⾃転⾞ツアー

◆ガイド⽤の資料「鳴⾨の⿃図鑑(仮)」制作

◆⼤⻄陶器とレンコン葉茶のセット販売

◆⼤⾕焼の寄付商品開発開始 ◆⼤⾕焼の寄付商品発売開始

◆⽣協との販路検討 ◆R3年のコウノトリれんこん販売開始


